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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第１四半期
累計(会計)期間

第25期
第１四半期
累計(会計)期間

第24期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（千円） 832,767 802,7973,259,676

経常利益（千円） 54,610 40,130 229,973

四半期（当期）純利益（千円） 30,688 22,547 100,769

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 701,950 713,200 713,200

発行済株式総数（株） 13,984 14,284 14,284

純資産額（千円） 1,761,5941,851,7911,867,615

総資産額（千円） 2,176,4532,258,3812,259,415

１株当たり純資産額（円） 124,690.66127,131.85128,553.32

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 2,194.531,578.527,161.52

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 2,142.441,555.557,011.04

１株当たり配当額（円） － － 3,000

自己資本比率（％） 80.1 80.4 81.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△51,629 △17,652 162,943

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△4,121 △296,840△457,251

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△42,595 △43,512 △22,120

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,136,027559,941 917,946

従業員数（人） 349 356 354

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 356     

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は従業員の100分の10未満である

ため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

当第１四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）の受注状況を事業の業務別に示すと、次

のとおりであります。

事業の業務別の名称

　
当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

受注高（千円）
前年同四半期比
（％）　

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）　

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 326,249 93.6 295,195 136.2

ＣＲＯ事業［受託業務］ 111,850 23.5 877,693 85.3

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 71,801 95.1 174,850 97.3

その他事業 1,093 104.2 － －

合計 510,993 56.7 1,347,740 94.6

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当第１四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）の販売実績を事業の業務別に示すと、次

のとおりであります。

事業の業務別の名称

　
当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
販売高（千円） 前年同四半期比（％）

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 387,984 88.3

ＣＲＯ事業［受託業務］ 350,951 106.4

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 62,767 101.0

その他事業 1,093 104.2

合計 802,797 96.4

　（注）１.前第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

販売先

　
前第１四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

　

　
当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

　
金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一三共株式会社 43,390 5.2 97,522 12.2

塩野義製薬株式会社 49,607 6.0 85,651 10.7

　　　　２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

（１）業績の状況

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、一部の企業では業績回復の兆しが見られたものの、円高の進行や

国内需要の低迷が続き、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社が属するわが国ＣＲＯ（Contract Research Organization＝開発業務受託機関）業界は、顧客である医薬品

メーカーからＣＲＯへのアウトソーシング要請も増えてきていることから、緩やかな回復基調となってきておりま

す。しかしながら、一昨年の世界的な経済不況の影響により、ＣＲＯ業界の成長性が一時的に鈍化したことを受け、

ＣＲＯ各社の競争が益々激化し、さらには異業種をも巻き込んだ再編淘汰が加速してまいりました。

当社におきましては、過去３期間において売上はほぼ横ばいで推移したものの、利益面については平成19年９月

期を境に前事業年度まで３期連続減益となりました。このような状況や現在の市場動向を踏まえ、中期的に大幅な

業容拡大を達成するための布石として、当事業年度は体質改善の一年と位置づけ、当第１四半期会計期間において

は主にコスト削減に注力いたしました。

その効果は来期以降に現れること、また、当社としては初めて10月入社の新卒生13名を迎えたこともあり、当第１

四半期会計期間の売上高は802百万円（前年同期比3.6％減）、営業利益は35百万円（前年同期比33.7％減）、経常

利益は40百万円（前年同期比26.5％減）、四半期純利益は22百万円（前年同期比26.5％減）となりました。

　

事業の業務別の業績は次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業（派遣業務）

前事業年度から引き続き、実務経験が豊富なＣＲＡの派遣要請は旺盛であり、新規受注も堅調に増加しておりま

すが、ＣＲＯ事業（受託業務）の拡大に伴う派遣から受託への配置転換により、派遣ＣＲＡが減少し、当第１四半期

会計期間の当業務の売上高は387百万円（前年同期比11.7％減）となりました。

　

②ＣＲＯ事業（受託業務）

前事業年度から継続している受託プロジェクトの寄与により、当第１四半期会計期間の当業務の売上高は350百

万円（前年同期比6.4％増）となりました。

　

③ＣＲＯ事業（薬事申請業務）

主に薬事コンサルティングの新規受注により、当業務の売上高は62百万円（前年同期比1.0％増）となりました。

　

④その他事業

当事業は研修業務であり、売上高は１百万円（前年同期比4.2％増）となりました。

　

（２）資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第１四半期末における流動資産の残高は、前事業年度末に比較して９百万円増加し、2,029百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金が減少したものの、売掛金及び有価証券が増加したことによるものであります。
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（固定資産）

当第１四半期末における固定資産の残高は、前事業年度末に比較して10百万円減少し、228百万円となりまし

た。主な要因は、減価償却費によるものであります。

　

（負債）

当第１四半期末における負債の残高は、前事業年度末に比較して14百万円増加し、406百万円となりました。主

な要因は、未払消費税等や未払法人税等の増加によるものであります。

　

（純資産）

当第１四半期末における純資産の残高は、前事業年度末に比較して15百万円減少し、1,851百万円となりまし

た。主な要因は、配当金の支払いによるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、559百万円となりました。また、当第

１四半期会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は17百万円（前年同期比33百万円減）となりました。これは主に、税引前四半期

純利益が前年同期に比し減少したものの、法人税等の支払額が減少したことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は296百万円（前年同期比292百万円増）となりました。これは主に、定期預金の

預入による支出と有価証券の取得による支出によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は43百万円（前年同期比０百万円増）となりました。これは主に剰余金の配当の

支払によるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,744

計 33,744

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,284 14,284

大阪証券取引所　

（JASDAQ市場　

　　 スタンダード）　

（注）２.

計 14,284 14,284 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

　　　２．  単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

平成20年12月25日定時株主総会決議

区分
第１四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 690

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 690

新株予約権の行使時の払込金額（円） 94,500

新株予約権の行使期間
平成23年１月31日から

平成26年１月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

　発行価格　　94,500　

資本組入額　　47,250

新株予約権の行使の条件

新株予約権は、対象者が権利行使時においても当社の取

締役または監査役、または従業員のいずれかの地位にあ

ることを要する。その他の条件は取締役会決議に基づ

き、当社と対象者との間で締結した「新株予約割当契

約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

　　　２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整し、調　　整

により生じる１株未満の端数は、これを切り捨てます。

 調整後株式数 ＝調整前株式数 ×分割・併合の比率

　　　３．新株予約権を発行する日以降、以下の事由が生じた場合は、行使時に１株につき払込をすべき金額（以下「行使価

額」という。）をそれぞれ調整します。

(1）当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円

未満の端数は、これを切り上げます。

 調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×１／分割・併合の比率

(2）当社が行使価額を下回る価額による株式の発行又は自己株式の処分を行う場合には、次の算式により行使

価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げます。

    
既発行株式数 ＋

新発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×
調整前行使価額

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

　　　４．新株予約権の行使時の払込金額は１株当たりの金額を記載しております。
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　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年12月25日定時株主総会決議

区分
第１四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 300

新株予約権の行使時の払込金額（円） 94,500

新株予約権の行使期間
平成23年１月31日から

平成26年１月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

　発行価格　　94,500　

資本組入額　　47,250

新株予約権の行使の条件

新株予約権は、対象者が権利行使時においても当社従業

員の地位にあることを要する。その他の条件は取締役会

決議に基づき、当社と対象者との間で締結した「新株予

約割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

　　　２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整し、調整に

より生じる１株未満の端数は、これを切り捨てます。

 調整後株式数 ＝調整前株式数 ×分割・併合の比率

　　　３．新株予約権を発行する日以降、以下の事由が生じた場合は、行使時に１株につき払込をすべき金額（以下「行使価

額」という。）をそれぞれ調整します。

(1）当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円

未満の端数は、これを切り上げます。

 調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×１／分割・併合の比率

(2）当社が行使価額を下回る価額による株式の発行又は自己株式の処分を行う場合には、次の算式により行使

価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げます。

    
既発行株式数 ＋

新発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×
調整前行使価額

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

　　　４．新株予約権の行使時の払込金額は１株当たりの金額を記載しております。

　

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

10/24



（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 14,284 － 713,200 － 378,246

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,284       14,284 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 14,284 － －

総株主の議決権 － 14,284 －

　

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月

最高（円） 128,000126,000123,900

最低（円） 121,000119,700112,800

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所（JASDAQ市場　スタンダード）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

12/24



第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21

年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第１四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 758,561 866,957

売掛金 609,558 551,878

有価証券 502,333 451,178

仕掛品 16,038 15,203

その他 144,399 139,797

貸倒引当金 △935 △4,738

流動資産合計 2,029,957 2,020,276

固定資産

有形固定資産 ※
 77,128

※
 80,570

無形固定資産 23,770 26,790

投資その他の資産 127,525 131,777

固定資産合計 228,424 239,139

資産合計 2,258,381 2,259,415

負債の部

流動負債

未払法人税等 19,384 3,020

賞与引当金 91,062 174,959

移転損失引当金 4,209 4,209

その他 291,933 209,610

流動負債合計 406,590 391,800

負債合計 406,590 391,800

純資産の部

株主資本

資本金 713,200 713,200

資本剰余金 378,246 378,246

利益剰余金 724,505 744,809

株主資本合計 1,815,951 1,836,255

新株予約権 35,839 31,359

純資産合計 1,851,791 1,867,615

負債純資産合計 2,258,381 2,259,415
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 832,767 802,797

売上原価 560,983 528,158

売上総利益 271,783 274,638

販売費及び一般管理費 ※
 218,144

※
 239,102

営業利益 53,638 35,535

営業外収益

受取利息 204 489

有価証券利息 223 284

受取地代家賃 485 1,007

業務手数料収入 － 2,572

その他 77 258

営業外収益合計 990 4,612

営業外費用

為替差損 18 17

その他 － 0

営業外費用合計 18 17

経常利益 54,610 40,130

特別利益

貸倒引当金戻入額 150 3,803

特別利益合計 150 3,803

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,556

特別損失合計 － 4,556

税引前四半期純利益 54,760 39,377

法人税等合計 24,072 16,829

四半期純利益 30,688 22,547
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 54,760 39,377

減価償却費 14,831 10,317

株式報酬費用 4,479 4,479

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,108 △3,803

賞与引当金の増減額（△は減少） △92,930 △83,896

受取利息及び受取配当金 △427 △489

有価証券利息 － △234

売上債権の増減額（△は増加） △48,155 △57,679

たな卸資産の増減額（△は増加） 211 △1,068

前受金の増減額（△は減少） △11,945 1,532

未払金の増減額（△は減少） 19,457 10,339

未払費用の増減額（△は減少） 28,423 22,746

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,169 13,728

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,556

その他 29,108 24,255

小計 1,874 △15,837

利息及び配当金の受取額 432 74

法人税等の支払額 △53,936 △1,890

営業活動によるキャッシュ・フロー △51,629 △17,652

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100,000

有価証券の取得による支出 － △200,740

有形固定資産の取得による支出 △4,121 －

貸付金の回収による収入 － 3,900

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,121 △296,840

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △643 △660

配当金の支払額 △41,952 △42,852

財務活動によるキャッシュ・フロー △42,595 △43,512

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △98,347 △358,004

現金及び現金同等物の期首残高 1,234,374 917,946

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,136,027

※
 559,941
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

　

　当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

会計処理基準に関する事項変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ402千円減少し、税引前四半期

純利益は4,959千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

投資その他の資産（敷金及び保証金）の変動額は4,959千円であります。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事

業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税

等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、197,204千円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、189,917千円であり

ます。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給与手当 60,954千円

賞与引当金繰入額 8,412 

給与手当 76,159千円

賞与引当金繰入額 12,289 

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

17/24



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）

 千円

現金及び預金勘定 584,713

有価証券勘定 551,314

現金及び現金同等物 1,136,027

　

 千円

現金及び預金勘定 758,561

有価証券勘定 502,333

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △400,599

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来しない有価証券　 △300,354

現金及び現金同等物 559,941

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22

年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　14,284株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期会計期間末残高　　　　35,839千円

（注）上記ストック・オプションとしての新株予約権は、当第１四半期会計期間末において、権利行使期間の

初日が到来しておりません。　

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 42,852利益剰余金 3,000平成22年９月30日平成22年12月24日

（金融商品関係）

　該当事項はありません。　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。　
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（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　ストック・オプションに係る当第１四半期会計期間における費用計上額及び科目名

売上原価　　　　　　　  　905千円

販売費及び一般管理費　　3,574千円　

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ＣＲＯ事業の単一セグメントであるため、記載は省略しております。　

　

（追加情報）

　当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 127,131.85円 １株当たり純資産額 128,553.32円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2,194.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,142.44円

１株当たり四半期純利益金額 1,578.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,555.55円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

　

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 30,688 22,547

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 30,688 22,547

期中平均株式数（株） 13,984 14,284

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 341 212

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

当四半期会計期間末において、

希薄化効果を有しない潜在株式

の該当はありません。

当四半期会計期間末において、

希薄化効果を有しない潜在株式

の該当はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

独立監査人の四半期レビュー報告書受領日から四半期報告書提出日までの間に、次の重要な後発事象が発生してお

ります。

（自己株式の取得）

当社は、平成23年２月９日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の取得を以下

のとおり実施いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

株主価値の向上を図ると伴に機動的な資本政策の遂行を可能とするため

２．自己株式取得に関する取締役会の決議内容

（１）取得する株式の種類 　　  当社普通株式

（２）取得する株式の総数 　 　 1,500株（上限）

　　　　　　　　　　　  　 （発行済株式総数に対する割合10.50％）　

（３）株式の取得価額の総額　　 171,750,000円（上限）

（４）取得期間　　　　　　　　 平成23年２月10日

（５）取得方法　　　　　　     大阪証券取引所のJ-NET市場による買付け 

３．取得日

平成23年２月10日

４．その他

上記の結果、当社普通株式1,108株（取得価額126,866,000円）を取得いたしました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月５日

株式会社ＭＩＣメディカル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＣメ

ディカルの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第24期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＣメディカルの平成21年12月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月１日

株式会社ＭＩＣメディカル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＣメ

ディカルの平成22年10月１日から平成23年９月30日までの第25期事業年度の第１四半期累計期間（平成22年10月１日か

ら平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＣメディカルの平成22年12月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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